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1
. は じめ に

20 03 年11月 に名古屋南山大学で行われたJ A F S A ( 国際教育交流協議会) 主催の名古屋異文

化コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン セミ ナ ー の場にお い て ､ 講師の横田雅弘 (
一

橋大学留学生セ ン タ ー ) ､

白土悟実 (九州大学留学生セ ンタ ー ) の 両先生から､ 留学生ア ドバイ ジ ン グの 機能､ とくに

オリ エ ン テ ー シ ョ ン の 必要性と重要性の 講義を受けました｡

オリ エ ン テ ー シ ョ ンに つ い て は ､ 短期と長期の オリ エ ン テ ー

シ ョ ン に大別で きるだろうが､

言うまで もなく短期の オリ エ ン テ ー シ ョ ンは､ 留学生 に対して ､ 来日直後の さま ざまな情報

を与える ことです｡ また生活環境に慣れる という意味で地域や大学の構成員 (教員､ 事務員)

な どと共に ､ 来日してから起こるだろうと予想される ことに つ い て ､ 案内してもらうと言う

こ とになります｡

それに対して ､ 長期 の オ リ エ ンテ ー シ ョ ン とい うの は ､ まさに日本文化 へ の ガイ ダンス で

あり､ 日本に対する教育その もの で ある ｡ 日本に つ い て の 理解を深め る こ とは､ 日本語を学

ぶ ときの 大きな動機付けともなろう｡ こ こ で は､ 日本語初修者 ( い わゆ るゼ ロ ビギナ ー ) に

対 して ､ 半年間にわ たり日本事情の 授業をつ か い ､ 日本文化理解の ため の ガイダ ンス 的な取

り組みを行 い ました ｡ それに つ い て簡単に紹介した い と思 い ます ｡

2 . 授業の 進め方

授業は柴田幹夫と郭俊海の 二 人で行い ､ 主として ､ 柴田が講義を行い ､ 郭の 方で ､ 英語或

い は中国語に翻訳 し+ また補助説明を行い ました ｡ 受講生の 方は い わゆる予備教育生を中心

に して ､ 数人 の留学生を公募しました｡ 公募は ホ ー ム ペ ー ジや掲示から行い ました｡ ただ今

回は初めて の ケ ー ス なの で ､ 予備教育生 プラス 数人というかたちに なりま した｡

* 新潟大学国際セ ンタ ー

助教授
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さて ､ 今回予備教育生を対象とした日本事情の科目を使 っ て ､ 予備教育生プラス
ー 般留学

生数人が ､ 4 回に亘 っ て新潟や日本を知る ため､ 広義的に言えば､ 日本文化 - の ガイ ダンス

と言うことで ､ 教室を離れて当該授業 (表1
-

2 を参照) を行い ました｡

表1 予備教育の ため の課外授業 (200 4年度前期)

日 時 参加人数 見 学 先

5 月 1 2 日 2 0 味方村 笹川邸

5 月 2 6 日 2 2 新潟市ゴ ミ処理施設場

6 月 2 3 日 2 1 日本の寺院 (万栄寺)･

7 月 7 日 2 3 新潟市歴史博物館

表2 課外授業に参加した学生 (2004 年度前期)

出 身 国 身 分 人 数

フィ リ ピン 予備教育生 2

イ ン ドネシア /
/ 2

ミ ャ ン マ ー // 2

ア ル ゼ ン チ ン // 1

ブ ラ ジル
/
/ 2

カ ンボジア
// 1

モ ン ゴ ル // 1

ブ ルネイ /
/ 1

ベ トナム
/I 2

レ バ ノ ン /y 1

ロ シ ア // 1

イ エ メ ン // 1

エ ジプト
/
/

交換留学生､ 学部生 及び

大学院生等

1

中 国 5

合 計 2 3

まず､ 最初､ 200 4 年 5 月12 日 (水) に新潟市郊外の 西蒲原郡味方村にある ｢笹川邸+ の 見

学から始めました｡ こ こは､ 徳川時代､ 村上藩の大庄屋を務めた笹川氏の 旧屋敷跡で あるが ､

ほ ぼ完全 に保存された大庄屋 の 遺構は ､ 往時を偲ばせ るに十分 なと こ ろで あります｡ 味方村

の 国際交流担当者に連絡を取り ､ 当日笹川邸の 管理する人が説明役をか っ て でて くれま した｡
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こ こはこの 地域の 年貢の 取り立て や､ 命令の伝達 ､ 治安､ 警察､ 裁判の 権利をもつ 大きな庄

屋で した ｡ こ この 屋敷は､ 文政九 (1 826) 年に建て られたもの で あるが､ 表門などは､ さら

に古く天正年間 (15 70 年代) に建て られたもの と推定されて い ます｡

越後 (新潟) は､ 留学生たち にと っ て も､ お米 ( コ シ ヒ カリに代表され る新潟米) が美味

しい ことはみん な感じて い享すが､ 江戸時代の 百姓を管理すると ころを見せ ることによ っ て ､

当時の 農村社会の
一

端を垣 間見たこ とだろう｡

第 2 回目 (20 04 年5 月26 日) は､ 留学生 に生活の 身近なところ を感じて欲しい と思 い ､ ゴ

ミ の 問題を取り上 げる ことに しました ｡ 毎日大量 に出される ゴ ミ は ､ どの ようにして処理さ

れる の かというこ とで あります｡ 幸い 大学の 近くに新潟市新田 ゴ ミ処理場があるの で ､ そこ

を見学する ことになりま した｡ 手配 には新潟市の 国際課の 協力を仰ぎ､ 通訳まで派遣しても

らい ま した｡ ゴミ処理場で はまず､ ゴミ の 収集から､ 分別､ 処理 に至るまで を係員が講義を

してくれました｡ その 後質疑応答や ､ 処理場の 見学などを行い ました｡ や はり身近 な問題で

あ っ たせ い か ､ 非常に熱心に話に耳を傾 け､ また質疑も多く出され ､ 留学生 の 関心が高か っ

たと思い ました｡ 留学生の みならず､ 引率して い っ た我 々 も非常に勉強になりました｡

第3 回目 (200 4 年6 月23 日) は ､ こ れもまた留学生 には興味の ある宗教 問題を取り上げま

した｡ 新潟市内にある寺院を訪ね､ 仏教の 簡単な話や ､ 仏像､ お経につ い て丁寧に話しをし

て もらい ま した｡ 日本人は概 して宗教に関心を持 っ て い ない が､ 留学生たちは宗教その もの

が生活の
一

部をなして い る者が多い ように思われます｡ とくにイス ラ ム 圏から来た留学生 に

は ､ その 傾向が顕著に見られます｡ 今回協力して い ただ い た寺院は浄土真宗本願寺派の 万栄

寺 (新潟市小新) で あります｡ 筆者も本願寺派に属する僧侶で あるため､ 旧知の 住職に依頼

し､ 実現 の 運び となっ たわ けで あります｡ 本堂に自由に入り､ また 自由に焼香な どを行 い ､ 住

職 の話を真剣に聞い て い る留学生 の姿を見て い ると､ や はり宗教 に対して ､ 畏敬の 念を持 っ

て い るか の ように思 えました ｡ とくにイス ラ ム 圏か ら来た学生 にと っ て は ､ 日本 の仏教 ､ そ

れも家族生活と 一 体とな っ た寺院の様子 に非常に興味関心を持 っ て い た ようで した｡ 中国か

らの留学生も日常生活に とけ込んだ仏教と いう形態がなかなか理解できな い ようで した｡ 中

国で は仏教の 僧侶とい う者は､ すべ て 出家僧で ある のが普通の 形で あり､ 日本の とくに浄土

真宗の ような形を取る者は､ 僧侶とは言わず､ 居士 とい うの が普通だそうです ｡

儀式もまた宗教を考える上で ､ 重要な要素となる ｡ 当該寺の住職の丸山先生は声明 (仏教

で言う教典を読む ことや仏教音楽の こ と) の 大家で あり､ 音楽的リズム を有する声明を実地

で聞かせてくれる など､ 留学生に と っ ては有益この 上な い 収穫であ っ たに違い ありませ ん ｡

さて最後の 第 4 回目 (2 00 4年 7 月 7 日) は ､ 新潟市の 歴史を学ぶ ため に ､ 新潟市歴史博物

館に行きました ｡ こ こは旧新潟税関庁舎や第四銀行旧住吉支店跡などからなる歴史博物館で

あります｡ 新潟の こ とに つ い て ､ とく に新潟の 歴史や ､ 古い建物､ 水や緑に関するこ とな ど

複合的にわかる こ とが出来るの で , 留学生 にと っ て は 一 石 二 鳥で あ っ たかも知れな い こ の 行

事もまた新潟市国際課 の多大 なご協力の 下に行われた ことを記 しておきます｡

留学生 にと っ て は､ 新潟市はその 生活の 基盤をなすとこ ろです｡ しかしなが ら､ 一

体自分

の住んで い ると こ ろは どう い うとこ ろなの か､ 全く知らな い で通り過 ぎる学生 も多々 居りま

ー
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す｡ ただ､ 自分の 住ん で い ると こ ろ は言うまで もなく第二 の 故郷で ある の で ､ 深く見聞し､

歴史を学ぶ ことに よ っ て ､ 地域 に対して愛着を感じる ことは､ 生活基盤を強固にするこ とに

っ ながります｡ 常設展示場で は､ 古くから ｢水+ との 関わりの 中で生活して きた ｢新潟+ の

人たちに光を当て て ､ ｢水+ との 関係を中心 に展示が してありました｡ 留学生 たちは､ 農具

や水との戦い に非常に興味関心を持っ て い たようです｡

3
. 受講生の声

上述 したとおり､ 学生を教室から連れ出し､ 体で 日本の 伝統文化や生活事情に触れさせ ､

また ､ 見学現場で 日本で の 生活や日本事情に 関する ガイ ダン スを行うことによ っ て､ 留学生

の 授業へ 参加意欲だけで はなく日本文化や日本社会に関する認識
･ 理解も深める ことがで き

ました ｡ 表 3 が示すように ､ 将来における現地見学の継続と事前準備 ､ 特に課題提示が大き

な課題の
一

つ とな っ て い ます｡

表 3 日本事情と受講 した学生の声

=

I n d e ed t h e c o u r s e t h a t y o u off e r e d h a s b e e n v e r y i n f o r m a tiv e a n d f u n a t t h e s a m e ti m e ･ Y o u

sh o uld d efi nit ely m ai nt ain t h e fieldt rip s ･ Y o u c o uld in cl u d e t h o u g h m o r e v is u als a s d o c
u m e n-

t a ri e s
,
fil m s et c . o n J a p a n b u t it

-

s p r ef e r a bl e t h a t t h e y h a v e E n g li s h s u b titl e s ot h e r w i s e it

m i g h t b e b o ri n g f o r st u d e nt s .
”

St u d e n tf r o m th e R ep u bli c of L eb a n o n

=

I t h i n k y o u s h o u ld k e e p it u p ･
It w a s a v e r y g o o d e x p e rie n c e f o r m e t o s e e a n d l e a r n a b o u t

J a p a n b y g oi n g t o diff e r e n t p l a c e s . It w a s o n e o f t h e m o r e e x citi n g p a rt s of t h e I n t e n si v e

C o u r s e f o r m e .
”

S t u d e n tf r o m th e R ep u blic of th e P h il 妙i n e s

‥

I n f a ct; m y m o st e nj o y a bl e t hi n g of t h a t cl a s s w a s t h a t w e c o u ld h a v e a c h a n c e t o g o t o s o m e

J a p a n e s e t r a diti o n al pl a c e s t o g et s o m e k n o w l edg e ･
=

S t u d e n tf r o m t h e S o cia list R ep u blic of Vie t n a m

=

I t h in k th a t t h e s t u d y t rip i s v e r y i m p o r t a n t f o r f o r eig n s t u d e n t s in o rd e r t o k n o w m o r e a b o u t

J a p a n o ut sid e th e c a m p u s . T h e c o u r s e s h o uld f ∝ u s o n s o m e m ai n p oi n t s , e sp e ciall y J a p a n e s e

c ult u r e a n d r elig i o n .

S h L d e n tf r o m t h e K i n g d o m of C a m b o di a

"

T h e fi eld t rip s w e r e v e ry u s ef ul i n l e a r ni n g n e w t h i n g s: it
'

s a m o r e di r e ct a p p r o a c h i n t h e

p r o c e s s of g ettin g t o k n o w J a p a n a n d it s c ult u r e . I t h o u g h t t h at t h e s u bj e c t s , w hi c h w e r e v e r y

di v e r s e , w e r e al s o v e r y i n t e r e s ti n g .I e nj o y e d th e cl a s s v e r y m u c h ･

S t u d e ”tf r o m th e A rg e n ti n e R ep u bli c

-
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‥

I e nj o y e d all t h e o ut e r - w all s a cti vitie s w e h ad a n d r e c k o n t h at all m y cl a s s m at e s w ill a g r e e

w it h m e ･ O n t h e ot h e r h a n d
,
I al s o f elt l a c k of d y n a m ic s in o u r cl a s s e s , m a y b e d u e t o o u r li m it

-

ed s kills in J a p a n e s e l a n g u a g e a n d t o t h e
‥

alie n a tio n
‥

p r o c e s s w e e x p e ri e n c e d a s f o r ei g n e r s .
-

St u d e n tf r o m th e F ed e r a ti v e R ep u b lic of B r a zil

㍑

T h e o u t g oin g t rip t o t h e m u s e u m , r e c y clin g f a ct o ry , N O th e at e r a n d s o o n h elp t o b uild u p a

r e al i m a g e ab o u tJ a p a n ･ H o w e v e r , n o r m ally th e l a n g u a g e ab ility of t h e st u d e n t s of t hi s c o u r s e

is still li m it e d
,
s o t h a t it is diffi c ult f o r u s t o s t u d y s u c h t o pic s lik e h ist o r y o r r eli gi o n of J a p a n ,

I s u g g e st th a t t h e s t u d e n t s s h o uld b e p r o vid e d m at e ri al in b ot h E n glis h a n d J a p a n e s e . T h e

m a t e ri al m a y b e gi v e n t o s t u d e n t s b ef o r e h a v i n g a n o u t g oi n g t rip t o h elp th e m s o m e k n o w l -

e d g e in a d v a n c e .
”

S t u d e n tf r o m th e S o ci a list R ep u bli c of V iet n a m

笹川部に て

-
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4 . 今後の 課題

以上の ように新潟や日本の 文化を知るため の 第
一

段階として ､ 身近な所にある文化施設を

中心 に回 っ たわけで あるが ､ 留学生に とっ て は､ 初めて の所ばかりで あり､ 日本の 文化の
一

端に触れるこ とが出来たの で はない かと思 っ て い ます｡ ただ問題点として は､

1 ) 本来は定員枠を増やして ､ さらに多くの留学生が参加で きる体制に持 っ て行くこ とが望

ましい が､ それは予備教育の 時間を利用 して の ｢ 日本事情+ で あ っ たために ､ 広汎な留学

生に対して門戸が開けられなか っ たこ とで あります｡

2 ) 毎回小型 の バ ス を借り上 げて ､ バ ス ツ ア
ー

の 形をと っ たの で ､ バ ス の 定員に合わせて学

生を補充募集 .したの で ､ 多くの 留学生を集める ことが出来ませんで した｡

3 ) さらに ､ 事前の 計画が系統立 っ て い なか っ たの で ､ 行き当たりば ? たりの 感じが否めま

せ んで した｡ ただ事前に計画書をきちん と作っ て やると い うの も何か変な感じがするが､

バ ス を使 っ てや る以上仕方な い こ とかも知れませ ん ｡

4 ) 将来的には ､ 多くの留学生 に来て もらい ､ 日本文化の 入門講座として こ の ガイ ダンス が

存在すれば無上の 喜びでもあります｡

5
. 終わりに

今回､ こ の バ ス ツ ア ー

に協力をして い ただい た､ 味方村笹川邸の木下さん ､ 新潟市新田の

ゴミ処理場の 関係者各位､ 新潟市国際課 の 能登谷課長 はじめ ､ 通訳さん ､ それ に万栄寺住職

の丸山文雄先生 ､ 歴史博物館の 関係者各位及び留学生 の み なさまに感謝い た します｡
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